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研究成果の概要（和文）：近年の中国語文法の研究は、言語事実の記述を目的としたものから、文法体系の背景に潜む
原理の解明へと向かいつつある。現代中国語の研究は通常規範的共通語とされる普通話を対象としているが、普通話の
文法は決して安定的ではなく、言える、言えないという判断を巡って個人差や地域差が存在する。本研究は、現代中国
語の成立過程となる清末から民国初期の白話文資料に見られる言語変化に上記の個人差・地域差の原因を求め、中国語
文法体系に生じた情報構造重視の傾向を検証した。

研究成果の概要（英文）：The purpose of recent studies on Chinese grammar is changing from description of p
henomena to determination of the principles that reside in the grammar system.In ordinary cases the subjec
ts of researches of Chinese grammar are based on Putonghua(standard Chinese),but the grammar of Putonghua 
is somewhat unstable,the judgment on grammmatical or ungrammatical sometimes depends on personal or region
al differences.This research has investigated Baihua corpuses published during the last stage of Qing dyna
sty and the early stage of Republic of China in search of the origin of the unstability of Putonghua, and 
demonstrated the increase of the importance of informational structure in the Chinese grammar system. 
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１．研究開始当初の背景 
  近年の中国語文法の研究は、言語事実の記
述を目的としたものから、文法体系の背景に
潜む原理の解明へと向かいつつある。一般言
語学において言語変化を誘発する原理とし
て説かれる文法化(grammaticalization)は
確かに中国語においても認められる現象で
あり、歴史の長い中国語では明清白話小説の
言語の段階で既に相当量の文法化が発生し
ていた。しかし、明確な形態変化を持たない
中国語では、文法化した要素を含む文法構造
は多義になりがちで、情報伝達上必ずしも効
率的ではない。そのため、その後の現代中国
語に至る過程では、文法化された要素の機能
分化が進み、各要素の意味機能が限定され、
それらと共起する要素の範囲も限定される
傾向にある。そこで、本研究では、近年入手
が可能になった清末から民国初期に出版さ
れた白話文を反映した言語資料を利用して、
「文法化」が進行した後の現代中国語の形成
過程を検証することにした。 
 
２．研究の目的 
(1)本研究の目的は、明清白話小説の言語で
高頻度で用いられた多義の文法形式が清末
民国初期の白話文で整理され、特定の意味を
有する各文法形式に分化される過程を検証
することである。明清白話小説が反映する言
語では、一つの文法構造・文法形式が多数の
意味に対応しており、読者は語と語の意味関
係から最も合理的な解釈を選択するという
負担を課せられていた。本研究では特に量詞
「個」やいわゆる動態助詞「過」を用いた構
文の用例を収集し、現代中国語が形成される
過程でどのような細分化が生じて行ったの
かを考察することにした。 
(2)本研究は、言語事実の記述にとどまらず、
一般言語学理論にも大きくかかわる。通常文
法化の過程は文法化前の状態から文法化後
の状態への一方通行であり、文法化された要
素が文法化前の状態に戻ることは無いとさ
れている。この見識事態誤りではないが、中
国語においては、文法化された要素の更なる
体系化が重要になる。本研究は、文法化が更
に一部の文法形式の淘汰を含む体系の細分
化に向かうことを検証しようとするもので
ある。 
(3)中国語には形態変化が無いと言われてい
る。確かに中国語には明確な語形変化は存在
しないが、複数の語句の共起には相当の制約
が存在する。例えば、動詞には「了」「着」「過」
などの助詞や動作量表現・時間量表現・目的
語や結果補語・方向補語・状態補語など様々
な要素を付加できると認められているが、動
詞が重ね型になるとそれと共起できる要素
に大きな制約が生じ、動詞に「過」が付加さ
れると、「過」の意味により共起できる要素
の制約が異なってくる。本研究は、こうした
広義の「形態」を形成する原理についても従
来より一歩踏み込んだ検討を行おうとする

ものである。 
３．研究の方法 
  まず、清末民国初期に出版された白話文形
式の新聞・雑誌類を業者発注により電子デー
タ化した。電子データの検索は本研究にとっ
て重要な基礎作業であるため、複数の検索語
の共起も確認できるようなシステムを構築
した。その上で、研究代表者が電子データを
「個」を用いた文法構造（動詞＋『他』＋『個』）、
「過」を用いた文法構造（動詞＋『過』＋数
詞、動詞＋『過』＋『了』）といった諸条件
で検索することにより用例資料（データベー
ス）を作成した。その上で、動詞の種類・数
量表現の性質（名量詞を使っているか動量詞
を使っているか等）、「了」と共起しているか
否か、といった各文法条件により用例を分類
し、分類結果を現代中国語の規範的文法と比
較した。 
   
４．研究成果 
(1)現代中国語（普通話）の文法記述におい
て、主語・述語・目的語、補語、修飾語など
の文法成分が存在することが、あたかも自明
の事実であるかのように扱われている。しか
し、明清白話小説が反映する言語においては、
目的語と補語は必ずしも明確に区別できて
いなかった。その要因は量詞「個」の存在で、
文法化された「個」を動詞の後にかなり自由
に付加することができたために、現代中国語
では賓語とされる要素も補語とされる要素
も「個」を介して動詞の後に置くことができ
た。その上、人称代名詞とされる「他」もま
た文法化が進み、指示機能の無い「他」が各
種の動詞の後ろに多用されたために、「動詞
＋『他』＋『個』＋Ａ」という文法構造は多
種多様な意味機能を獲得していた。読者は、
語と語の意味関係から最も合理的な解釈を
選択することを求められていたわけである。
しかし、本研究が分析した清末民国初期の言
語資料において、上記の文法構造は使用例が
減少する。興味深いのは、言語資料のジャン
ルによって出現頻度が異なることである。特
に娯楽性の高い口語小説では、上記の文法構
造が「打他個片甲不留」のような固定した表
現として定着し、いわゆる決まり文句として
現代中国語まで受け継がれてきた。現代中国
語の持つ多様性・規範の決めにくさは、清末
民国初期の白話文の形成過程で生じた、新し
い文体を使おうとする動機づけと、特定の雰
囲気を醸成するために旧来の文体から引き
継いだ決まり文句を保持しようとする動機
づけの力関係に求めることができるだろう。 
(2)一方、本研究が探究した動詞付加成分
「過」の文法化過程は、今後のいわゆるアス
ペクト研究に新たな知見を導入する可能性
を秘めていると考えられる。近年の文法研究
において「有界(bounded)・無界(unbounded)」
の区別が文法体系に大きな影響を及ぼして
いると説かれている。ここでの「有界」は時
間的・空間的に確定できる事象に相当し、「無



界」は個体性が弱く、時間的・空間的に確定
しにくい概念や活動に相当する。そして、「有
界・無界」説は、「有界」特性を持つ要素は
「有界」特性を持つ要素と結合しやすく、「無
界」特性を持つ要素は「無界」特性を持つ要
素と結合しやすいと主張する。動詞付加成分
「過」は、文法化の過程で、本来の移動の方
向を表す用法から、動詞が表す動作が完結し、
基準時点では既に行われていないことを表
す用法を生み出した。そして、現代中国語で
は、①時系列的に並ぶ事象の中で、予見可能
なある動作が完結したこと、②基準時点との
関連で、かつてある動作が発生したこと（経
験）、の二つを表すことができる。さらに両
者の用法には以下のような差異が認められ
る。 
①を用いる場合「動詞＋『過』」の後ろの数
量表現の使用が大きな制約を受けるが、助詞
の「了 1」「了 2」とは共起する。一方②は「動
詞＋『過』」の後ろに数量表現を置くことが
できるものの、「了 1」「了 2」とは共起しな
い。 
①の否定形式は「没＋動詞」であり、②の否
定形式は「没＋動詞＋『過』 」である。 
現代中国語「過」の①②はこのように文法形
式上かなり明確に区別できるが、明清白話小
説が反映する言語では両者の区別は必ずし
も明確でなく、共起可能な要素も類似してい
た。本研究が着目したのは数量表現との共起
で、明清白話小説が反映する言語では、①②
いずれも数量表現と共起できていたにも関
わらず、清末民国初期の白話文では、①の自
由度が大幅に制限を受けるようになった。こ
れは、「有界・無界」の区別からは予想不可
能な現象である。「有界・無界」説の立場か
ら見れば、有界の「過」は有界の数量表現と
共起できるはずであり、明清白話小説の言語
で可能であった両者の共起が後になって制
限されることは言語変化の方向性の原則に
違反する。研究代表者は、現代中国語（普通
話）の形成過程において①の「過」と数量成
分の共起が制限を受けるようになったのは、
中国語において、どの情報を活性化するかと
いう情報機能がより重視されるようになっ
たからだという予測を立てている。 
(3)従来の文法研究において、中国語の名
詞・動詞・形容詞に付加される文法成分とし
て、数量表現・動態助詞・程度副詞などの存
在が指摘されてきた。数量表現は事物の数量
を数える機能を有し、動態助詞は動作の完
了・持続等を表す機能を有し、程度副詞は客
観的・主観的に認定された程度を表す機能を
有するものである。しかし、現代中国語にお
いて、数量表現の多くが計数ではなく個体に
関する情報を活性化（activate）する目的で
用いられ、動態助詞「着」「過」は当該動作
を背景的事象として扱う目的で用いられ、程
度副詞は当該の性状を現実世界で確認でき
る事象として扱う目的で用いられている。そ
して、こうした情報機能上の必要が生じたと

きは数量表現・動態助詞・程度副詞等がかな
り義務的に用いられている。つまり、現代中
国語の形成過程で、①の「過」は情報機能上
より背景(background) 的になり、前景 
(foreground) 的な数量表現とは情報機能上
の衝突が生じたものと考えられる。こうした
観点の傍証として、処置式と呼ばれる「把」
字構造の述語における「過」の使用制限を挙
げることができる。「把」字構造は、介詞「把」
によって導入される事物に加えられる動作
やそれによって生じた結果を具体的に示す、
述語部分を前景・重要情報として提示する文
法構造である。歴史的に見ると、明清白話小
説が反映する言語では、「把」字構造の述語
中に「過」が用いられていた（張美蘭 2001
『近代漢語語言研究』天津教育出版社）。し
かし、現代中国語（普通話）中ではごく一部
の場合を除いて「過」を用いることができな
くなった。この事実は、清末民国初期を境に、
「過」が背景的情報を提示するという情報機
能を獲得したことを意味するものと考えら
れる。 
(4)従来の中国語のアスペクト研究は、まず
アスペクト標識を認定し、それぞれが表す意
味を記述するという方向で行われてきた。こ
うした研究は考察範囲をそれぞれのアスペ
クト標識が出現した用例に限定し、「有界・
無界」説を運用して一定の成果をあげてきた。
しかし、アスペクト標識と認定された要素は
必ずしも義務的に用いられるわけではなく、
必要・不必要の判断も母語話者の間で一定の
揺れが存在する。こうした現象が生じる原因
について従来満足な説明が与えられて来な
かったが、「現代中国語が一定の文脈中にお
ける情報構造をより反映する言語に変質し
つつある」という観点を導入することにより、
数量表現・動態助詞、程度副詞、さらには時
間副詞を含めたより大きな枠組みの中で文
法形式の対立を生む情報構造の差異を解明
するきっかけがつかめたのではないかと考
えられる。特に名量表現と動量表現の間、数
量表現と動態助詞の間には共起の可否にお
いてかなり明らかな対立が見られ、こうした
対立を一種の文法範疇の反映と考えること
により、中国語の言語事実に根差した新たな
文法記述が可能になるのではないかと考え
ている。 
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